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審  査  の  要  旨 
 
 自然栽培圃場の土壌に関する研究については、報告例がほとんどなく、科学的に解
明されていない部分が多くあり、研究が進んでいないのが現状である。そこで、本研
究は、高収量自然栽培圃場土壌を対象として、日本の２地点及びブラジルサンパウロ
州の圃場の計３地点において、高収量の自然栽培圃場土壌の特徴を明らかにした。さ
らに、土壌微細形態的特徴を解析して、土壌品質評価を行い、土壌生産性について考
察した。研究の結果、自然栽培圃場では植物根や土壌動物および土壌微生物の働きに
よって、土壌構造が表層から下層まで発達し、植物根の養分吸収可能域が増加し、土
壌生物の生息環境が多様化することが明らかとなった。本研究は、高収量の自然栽培
圃場の土壌の特徴づけと高収量の要因を解析したことで、自然栽培について科学的知
見を提示できただけでなく、自然栽培という人為的作用が及ぼす土壌の諸性質、とく
に土壌微細形態に及ぼす影響を解明した。以上のことにより、本研究は基礎土壌学の
分野に対して、大きく貢献する研究であると判断された。 
 平成28年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文
の審査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質
疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
